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Abstract

Recently as sports has become more popular the interest in sports related iniuries has

increased.

This increase in itturieS iS due to the growing number of sports participants,the high level

Of technical skill and the changes in facilities and equipment

As one step in the prevention of these injuries, the use of the American athletic taping

technique is becoming Ⅵ′idely used

This research has been done to sho、 v the effectiveness of athletic taping observed from

physical functions  Experirnent and rneasuring of fom and rnobility before and after taping has

been examined and compared

1. は じめ に

近年,ス ポーツが盛んになると共に,ス ポー

ツ傷害に対する関心が高まってきている。これ

は,ス ポーツ人口の増加やスポーツ技術の高度

化が要求されていることに起因するものと思わ

れる。

このスポーツによる「けが」の予防は,選手 ,
指導者, トレーナーなどスポーツに携わる人々

の究極の課題である。

スポーツによる「けが」の予防の手段 として

これまで行われてきたことは,基礎体力の強化
が中心であった。しかし,技術の高度化,設備
の変化 (ト ラックやフィール ドが土や芝から

タータンや人工芝に),用具の変化などによっ
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て,ス ポーツ外傷 。障害も変化しており,基礎

体力の強化だけでは十分とはいえなくなってき

た。そこで,「けが」を予防する方法して登場し

たのがテーピングである。

「けが」の多いアメリカンフットボールから生

まれ,発達したテーピングは,今 日,我が国の
スポーツ,特に対人接触や動きの激しいスポー

ツ (ア メリカンフットボール,バ スケットボー

ル,パ レーボール, ラグビー,サ ッカー, レス

リング,柔道,器械体操など)において普及し

ている。

テーピングは,生体のもつ構造と機能上の特

性をもとに,各関節部にテープを貼付すること

である。その原理は,第一に関節を固定して骨

格構造を保持すること。第二に関節運動を意図

的に制限して,その範囲内で運動を行わせよう

とするものである。その目的は,「けがの予防」,

「救急処置」,「治療処置」,「アフターケアおよび

ソハビリテーション」などである。この中で体
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